
裏面もご覧ください♪

こちらは鎌倉市役所です。

現在、令和8年（2026）度からスタートする新たな総合計画の策定に取り組んでいます。

総合計画は、鎌倉市の将来都市像と施策の基本的な考え方を定めるものです。

計画の策定にあたって、市民の皆さんから計画への御意見を募集しています。

【募集期間】
令和７年(2025年)３月26日㈬～４月24日㈭

【意見の出し方(意見の提出方法)】
以下の方法で受付をしています。※下記の方法での提出が難しい場合はご相談ください
① 市役所本庁舎、各図書館、生涯学習センターにある「パブリックコメント」の

提出箱に出す。
② 郵便・FAXで送る。
③ 電子メールで送る。
④ 鎌倉市役所共生共創部企画課へ直接提出する。
⑤ 市民参加型共創プラットフォーム「Liqlid」で意見を投稿する。

詳しくは、市ホームページ
「新たな総合計画について」を
ご覧ください。

新たな総合計は
９年間を

予定しています。

総合計画の変遷

令和７年度で終わります

総合計画は、市の将来都市像と施策の基本的な考え方を定めたものです。
現在、令和8年（2026）度からスタートする新たな総合計画の策定に取り組んでいます。

総合計画の策定は30年ぶりです！本市の総合計画は・・・

新たな総合計画で大切にしているものは？

鎌倉は、世界に誇る貴重な歴史的・文化的遺産と、海や緑豊かな丘陵の自然景観に
恵まれています。これらの資産を今後も守り育て、後世に引き継いでいかなければなり
ません。そして、その資産の下、鎌倉に関わる全ての人が生涯にわたってお互いを思い、
自分らしく、安心して、鎌倉に「住みたい・住み続けたい・訪れたい・関わりたい」と思う
まちにしていかなければなりません。
そのような中で、新たな総合計画は、市民の皆さんとともに行うまちづくりを目指して

います。 そのため、計画策定の過程から、市民の皆さんとともに取り組んでいます。

みんなでつくる

みんなのための

計画です！

詳しくは、「Liqlid」
ホームページをご覧ください。

①～④については所定の様式を使用してください。

⑤についてはアカウント登録が必要になります。

「鎌倉市総合計画-鎌倉ビジョン2034-
-鎌倉ミライ共創プラン2030-（素案）資料編」は
意見募集の対象外です。



■基本計画「鎌倉ミライ共創プラン2030」

素
案

■基本構想「鎌倉ビジョン2034」

素
案

【将来目標】 生涯にわたって誰もが安心して自分らしく暮らせるまち＝共生社会

自然・歴史・文化を
未来につなぐまち

多世代・多文化・多様な
絆がいきるまち

ひとの想いが尊重される
豊かで安全なまち

【基本理念】 「平和都市宣言(昭和33年(1958年)8月10日制定)」

「鎌倉市民憲章(昭和48年(1978年)11月3日制定)」

【将来都市像】 古都としての風格を保ちながら、生きる喜びと新しい魅力を創造するまち

※基本構想とは…まちづくりの基本理念と将来都市像、そしてその実現に向けた将来目標とその方向性を示すもの

計画書 P4～

【基本理念】 「平和都市宣言」と「鎌倉市民憲章」の精神

【将来都市像】 古都としての風格を保ちながら、生きる喜びと新しい魅力を創造するまち

【施策】

具体的な施策

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ「こどもたちと紡ぐミライの鎌倉プロジェクト」
鎌倉で育つこどもたちが喜びや誇りを持つことできる環境を整備します。

基本条件

※基本計画とは…基本構想を実現するための政策や施策の体系・方針を示すもの

計画書 P６～

鎌倉市総合計画-鎌倉ビジョン2034／鎌倉ミライ共創プラン2030-の素案の概要

※リーディングプロジェクト

… 具体的な施策を効率的・効果的に実施するに当たり、計画全体をリードし、計画期間中、先導的・戦略的に取り組むもの

【基本方針】 「個々の力・地域の力を発揮する共創社会の実現」
お互いを認め合いながら、「地域」に関わり、課題解決に取り組むことができる社会の実現を目指します。

総合計画は、基本構想・基本計画・実施計画の３層構造になっています。これまで市民
参画などでいただいたご意見を踏まえ、現在新たな総合計画の基本構想と基本計画の素案を
作成しています。

人口の将来の姿 土地利用の目指す姿

計画書 P1３～

の２つの精神
これまでの都市像を引き継いでいます

計画書 P1１～


